
生徒との接し方 

 

① 生徒の置かれている状況を理解しましょう。 

生徒の中には、様々な状況の変化に必死に対応しようとしている子どもや、不本意な

がら家庭の事情で来日した子どもなどがいて、一人ひとりの生活環境は様々です。学

年も状況に合わせて調整することがあり、通常の学年令と異なることがあります。 

子どもたちと接するときに、こちらから家庭の事情を聞きだすことは控えましょう。

また、「当然両親が揃っている」といった思いこみで話さないようにしましょう。 

 

② まずは、「ありのまま」を受け入れましょう。 

否定的な表現、行動や感じ方を押し付けるような表現はやめましょう。学校では「で

きない子」と見られ、わからないことだらけで自信を失っている子どももいます。自

分が持っている力を信じ、学習や生活に意欲がもてるよう、前向きに積極的に働きか

けましょう。 

 

③ 焦らず見守る気持ちで接しましょう。 

生徒たちが答える前に答えを言ってしまったり、理解してもらおうと説明が長くなっ

てしまったりすることがあります。子どもたちが答えるまで待ち、できるだけ子ども

たちが話す時間を多くもつように心がけましょう。 

 

④ 生徒との適切な距離感を知りましょう。 

利用者と信頼関係ができると、「友達」や「親」、「家族」のような関係・役割が期待さ

れることがあります。 

・自分の力でどこまでサポートすることができるか、 

・相手との関係がボランティアスタッフの枠を超え、個人的なものになってないか、 

・相手の抱えている問題に自分自身が影響を受けすぎていないか、 

このようなことを意識し、適切な距離感をつくっていきましょう。 

 

⑤ ひとりで抱え込まず、お互いに声をかけあって活動しましょう。 

このような場所では予想もつかなかったことが起こります。自分自身で判断が難しか

ったり、ショックを受けたりするようなことがあった場合は、迷わずリーダーに報

告・相談してください。問題になりそうなことがあったら、芽のうちにアプローチす

ることが良い結果につながります。 

 

以上 

 


